　　　　　　　　　　　　ジュニア競技スキーいろいろガイド

子供が競技スキーを始めるといろいろ勝手がわからないことが出てきます。

　競技スキーにかかわりをもったとのない親御さん向けに自分が過去に戸惑った

　ことなど情報をまとめ参考に提供したいと思います。

　

1． 競技スキー入門  

　【競技の種類と規定】アルペン競技は，設定されたコースの旗門をどれだけ早く

　　　くぐってゴールできるかを競う競技。幾つか種目があるがジュニアはGSとSLの

　　　２種目の競技に参加することになります。（下記にＦＩＳの国際ルール男子をご参考に表記します。普通はこれよりも短くなります）

　・GS=Giant Slalom（大回転）標高差250m～450m、方向転換を必要とする旗門数は

　　　標高差の11～15％。最近のW-Cupでは1分10秒前後のコースが平均的。日本の

　　　草レースでは、1分を超えるレースは稀です。

　・SL=Slalom（回転）標高差180m～220m。旗門（双旗）間の間隔は、0.75m～13m

方向転換を必要とするターン数はW-Cupで54から77（標高差の30％－35％）。

･その他DH＝Down Hill（滑降）とSG=Super GS（スーパーGS）など有りますが

ジュニア入門者の関わる大会はないと思いますので詳細は省略。

・旗門：回転では旗は無く、それ以外ではハードルのように二本足の四角い旗を使う。また滑降だけは旗が赤一色で、それ以外は赤、青交互になっている。
・DH、SGはともかく早く滑るということで高速系種目、GS,SLはターンの技を競う

　ということで技術系種目ともよばれる。各種目により，スピードやターンの技術の

　比率が変わるので，それに合わせたスキー板を使う。（※ジュニアの場合、最初から

　GS板、SL板を揃えるということではありません。）

2． 大会

①主催者と大会

　競技スキーは、主に大会主催者の違いによりによりランクや参加条件や登録方法も

　異なってきます。

　　＜草レース＞スキー場やスポンサーが主催するローカルな大会。参加制約は特にない。

　　例）市民スキー大会、エーデルワイスキッズレース、ハンタマ月例、ICIカップ、...

　　※ATOMICカップなど、FISチルドレン大会（国際大会）に繋がるスポンサー

　　　主催の大会も有ります。

＜公式戦＞地域内のランキングに繋がるポイントレース。地域の代表として上位の

　　　大会へ行くためには参加してポイントを稼ぐコトンになる。

　　例）栃木県スキー連盟主催の大会...スバルカップ、栃木県学童スキー選手権大会、

　　　　全日本スキー連盟主催の大会...FIS、A級、B級のランク別に大会がある

　　　　　全国大会’中学、高校、学生...）、関東、甲信越大会

3． 関連団体と登録

　　　・FIS（国際スキー連盟）：ワールドカップ、FISチルドレンレース、（参加資格要）

　　　　　　　　　　登録：1５歳からです。

　　　　　　　　　　　　FISチルドレンはナスターレース協会へ登録から。

　　　　　・SAJ（全日本スキー連盟）：技術選、全中、全日本学生スキー大会、

　　　　　　　　　　登録：全国大会など出る方SAJ競技者登録をする。SAT経由。

　　　　　　　　　　　中学生は学校の代表者が登録（学校と相談）。提出先SAT競技本部。

　　　　　　　　・SAT（栃木県スキー連盟）：スバルカップ

　　　　　　　　　　　登録：栃木県の公式大会に出る方選手管理登録をする。

　　　　　　　　　　　　　個人はSAUでまとめて登録。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　・SAU（宇都宮スキー協会）：市民スキー大会

　　　　　　　　　　　　　　　登録：例年11月の会合で登録する。

　　　　　　　　　　　・栃木県中学校体育連盟：全中予選

　　　　　　　　　　　　　　　登録：学校が中体連へ登録をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4． 負担

①金銭面：用具、リフト券、宿泊、外食、送迎足代...正直スキーはお金がかかる部類の

　　　　スポーツと思いますが、用具はお下がり交換会、リフト券は前売りで安く

　　　　購入、送迎シェアなど皆さんいろいろ知恵を絞っています。

　＜登録費関連＞SAUジュニア参加費（コーチ費）￥10,000  

　　　　　　　　SAU父母会費　￥4000

                傷害保険　\3,500　（東京海上日動火災）

　　　　　　　　SAT登録：\1,000

　　　　　　　　SAJ選手登録：\2000（中学）

②時間：冬場はスキー場への送迎で多くの時間を使うことになります。さすがに毎回

　　　　スキー場への往復は大変ですので、実際は親御さんの間で送迎をシェアして

　　　　いる場合が多く有ります、都合のつかないときは相談してください。

　　　　幾つかの大会では競技サポートを行います。多くは旗門審判になりますので

　　　　その判定基準など別途簡単にまとめます。SAUの場合、11月の集まりで各人

　　　　サポートする大会を話し合って決めます。シーズン中,１～２回は派遣役員と　

　　　　してお手伝いすることになります。

　　　　
5． SAU

①練習予定、参加

　　　　：SAU HP（http://sau.web.infoseek.co.jp/）の▲ジュニア部→練習参加一覧

        (IDとパスワード要）→【ジュニアチーム用】20XX年ジュニア参加　に

　　　　　練習、大会の予定が有ります。

　　　　　　　参加予定は下記の記入で判るようにする。

　　　　　→練習日に「○」（泊りなし参加）、「◎」（泊りあり参加）、「×」（不参加）、

　　　　　また、父母の方が宿泊をする場合は、父「+M」、母「+F」、両親「+MF]

　　　　　と記載。コーチの方はこの表をみて参加者を把握しますので、予定を

　　　　　早めに記載する。予定変更は出来ますがあまりに直前過ぎる変更は

　　　　　コーチや宿に迷惑がかかりますのでその場合は電話連絡も忘れずに。

②練習：

③父母会：会長、副会長、会計の三役が1年交代で運営します。

　　　　大会の役員派遣（旗門委員）の協力、お下がり用具の交換会、

　　　　コーチ陣への要望をまとめたりしています。

④連絡網：緊急の場合は、電話連絡網。通常はeメールベースの連絡を行います。

6． その他

①リフト券：ジュニアの活動のベースゲレンデは、ハンタマと高畑ですが、

　　　　　　この二箇所は多くの選手はシーズン券を購入します。ハンタマは

　　　　　　秋頃に前売りのシーズン券が1万円ほど安く販売されます。

　　　　　　（昨年は学生パスは￥28000で駐車代もフリーで、また系列スキー場

　　　　　　　Mtジーンズとかが￥1000で滑れます。）高畑は、前売りに

　　　　　　　関係なく\10000です。（2011シーズンから運営会社が変わるため

　　　　　　　状況変わるかもしれませんね。）

　　　　　　　あと、付き添いの親は前売りの一日:券や割引券の有効活用で

　　　　　　　節約を図っています。

②用具：添付に用具規定を添付しました、変更になるのでその都度確認ください。

7． 旗門員をやるときの、お役立ち資料をいろいろ添付します。

　　基本的に、両スキーの先端と両足が旗門間の交わる線を通過すればＯＫです。

　　ＳＬのトップ選手は速過ぎて、疑わしいときがありますが、ほとんど通過してます。

　　また、大回転はフラグが良く外れるので、選手の邪魔にならない範囲でなるべく直します。

　　不通過の場合は、必ず旗門と選手の不通過ラインを「図で描いて」役員に渡します。

